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2016.5     vol.1 神戸常盤大学様では毎年オープンキャンパスの

季節に受験生に向けて案内 DM を作成・発送
しています。神戸常盤大学様のオープンキャン
パスの特色は、なんといっても趣向を凝らした
体験プログラムを来校する高校生に提供してい
ることです。例えば医療検査学科では、実際
に白衣を着て血液検査や微生物検査などを体
験でき、看護学科であればナース服を着たり、
高齢者・妊婦さんの状態を体感できたり、マネ
キンに聴診器を当てて、心音を聴き取るといっ
た貴重な体験もできます。この体験型プログラ
ムの楽しさや素晴らしさを全面的に紙面に表
し、オープンキャンパスに是非行ってみたいと
受験生の方々に感じていただけるようなデザイ
ンを心掛けました。
また、別のデザインで近隣の鉄道各社に中吊り
広告を掲示するポスターや、資料請求時に同
封するA4のチラシも作成しております。

神戸常盤大学　オープンキャンパス広報・案内ツール

昨年までの神戸大学農学部 / 大学院農学研究科様の案内パンフレットは、文字が
多く堅苦しいデザインでしたが、当社でページデザインを一新させていただきまし
た。また、学部内の６つある各コースの特徴を１枚のイラストでご紹介しております
が、それぞれの担当教員様にヒアリングを重ね、細部までこだわることでコースの
特徴を受験生に端的に伝えることができ、教職員の方々からの評判も上々です。
できあがったイラストは表紙やイントロページにも応用しております。

神戸大学農学部 / 
大学院農学研究科パンフレット
（神戸大学農学部 /大学院農学研究科様　ご依頼案件）

（神戸常盤大学様　ご依頼案件）

LET は、受験生に神戸大学人文学部様の特長をより
わかってもらうために、案内パンフレット以外に＋αの
何かが必要なのではという想いから誕生した B4 サイ
ズのリーフレットです。受験生に手軽に手にとって読ん
でもらえるよう、情報紙風に仕上げています。もちろ
ん案内パンフレットにも特長は記載されているのです
が、それとは違う形で人文学部の魅力や特色をピック
アップし、カジュアルなデザイン・レイアウトをするこ
とによって、受験生との距離をグッと縮めることができ
たと教職員の方々から評価を頂いております。

神戸大学 文学部
情報紙 LET
（神戸大学 文学部様　ご依頼案件）

info@trais.co.jp

大学案内・広報ツール特集

ぜひ、ご相談ください。
株式会社トライスは、あなたの思いをカ
タチにする会社です。
紙、Web、動画、タブレットなどさまざま
なツールで、あなたのお悩みごとや問題
を解決する、お手伝いをさせてください。

http://www.trais.co.jp
https://www.facebook.com/trais.jp

で検索 !！またはfacebook上で 株式会社トライス

最新の記事を見るには にアクセス

４月から営業部２名・制作部２名の合計４名の新入社員
を迎え、にぎやかな毎日が始まりました（*^^*）
４月１日の入社式では、制作部の新入社員２名が、全社
員の前で志望動機をプレゼンテーションしてくれました！
トライスに対する強い気持ちと決意表明を聞いて、社員
全員が改めて身の引き締まる思いです。
これからますますパワーアップしていくトライスを、どう
ぞよろしくお願いいたします！

from 

　農学は、人類の活動の源となる食料の生産とそれを支える環境、また

食料や環境と人とのかかわりを学ぶ総合的な科学です。人は長い歴史

の中で植物や動物を改良し、それらを育てる方法や環境を作り出し、さ

らに、生産された食料や生産物を加工・保存する技術を作り上げてきま

した。農学はこれらの技術や知識に立脚した科学です。日々刻 と々変

化する食料生産や環境にかかわる世界の諸課題に対峙し、解決するに

は農学の力が必要です。

　神戸大学農学部では、「農場から食卓まで（From Farm to Table）」

の「食料・環境・健康生命」にかかわる諸課題について、生物学、化

学、工学などの自然科学や、経済学といった社会科学など異なる学問的

視点から研究を進めています。どのように食料が農場で生産され食卓に

上るのかを学び、土、水、植物、動物などの自然に親しみ、自然に学ぶ

ことの大切さを学びます。講義や演習で身につける高度な専門知識に

加えて、農牧場実習や海外演習を通して幅広い視野や豊かな人間性が

身につきます。ぜひ、農学の大切さと面白さをこの神戸で学んでくださ

い。意欲あふれる諸君の入学を心から待っています。

神戸大学農学部をめざす君たちへ

農学部長・農学研究科長

Takashi Miyano
宮野   隆

From Farm to Table Graduate School of Agricultural Science , 
Faculty of Agriculture Kobe University
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1949年 ４月 兵庫県立農科大学開学（現 兵庫県篠山市）
1952年 4月 兵庫県立農科大学を兵庫農科大学へと改称
1966年 4月 兵庫農科大学を国立移管し、神戸大学に
  農学部を設置
1967年 6月 附属農場設置
1967年 10月 農学部学舎の六甲台への移転完了
1969年 3月 国立移管により兵庫農科大学廃止
1972年 4月 大学院農学研究科修士課程を設置
1981年 4月 農学部、工学部、理学部を母体とする
  大学院自然科学研究科（後期３年の博士課程）
  を設置
1993年 4月 学部改組を行い、５学科12大講座となる
1994年 4月 農学研究科、工学研究科、理学研究科を
  改組・統合し、大学院自然科学研究科修士
  課程を設置
2003年 4月 附属農場を改め附属食資源教育研究センター
  を設置
2004年 4月 国立大学法人神戸大学となる
2007年 4月 大学院自然科学研究科を改組し、大学院農学
  研究科を設置
2008年 4月 学部改組を行い3学科6コースとなる

History 農学部の沿革

農学部長・農学研究科長
宮野   隆
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1年次 2年次 3年次 4年次

●高度教養科目
●食の安全科学技術演習
●UPLB実用英語演習
●卒業研究
●地域環境工学特別演習
●地域環境工学特別講義
●バイオシステム工学各論I・II

●全学共通科目
●高度教養科目
●学部あるいは学科共通科目
●生産環境工学コース共通科目
●地域環境工学プログラム
●バイオシステム工学プログラム
●他学科開講科目

●基礎教養科目
●総合教養科目
●情報科目
●外国語科目
●健康・スポーツ科学 
●共通専門基礎科目
●初年次セミナー
●食の倫理
●緑の保全
●実践農学入門
●農場と食卓をつなぐ
　フィールド演習
●UPLB実用英語演習
●食料環境システム学概論
●工業力学
●情報処理

●基礎教養科目
●総合教養科目
●外国語科目
●共通専門基礎科目
●実践農学
●兵庫県農業環境論　　　　　　　　　　　
●UPLB実用英語演習
●食料生産管理学
●材料力学
●応用数学I・II
●水理学I・II
●数値解析
●環境気象学
●土壌物理学
●土質工学I
●構造力学I
●農村環境論
●測量学及び実習I
●機械力学
●熱力学及び伝熱工学
●流体工学
●実験統計学
●バイオシステム工学実験法及び実験I
●土壌生化学
●植物栄養学

●高度教養科目
●食の安全科学技術演習
●UPLB実用英語演習
●食料政策
●プログラミング
●土質工学II
●構造力学II
●水利施設工学I・II
●潅漑排水工学
●地域計画論
●応用水文学I・II
●建設材料学
●鉄筋コンクリート工学
●生産環境保全論
●土木情報施工法
●土地改良法
●写真測量とリモートセンシング
●地域環境工学実験法及び実験I・II
●測量学及び実習II
●地域環境工学現地実習
●作業機・システム工学
●食品プロセス工学
●生物生産情報工学
●生物情報工学
●バイオプロセス工学
●生体計測工学
●土壌と機械
●電子工学及び空気圧工学特別講義
●制御工学特別講義
●機械要素設計及び製図
●農場実習
●生物生産工学現地実習
●バイオシステム工学実験法及び
　実験II・III
●食品生化学
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水循環

農業生産環境の構成要素である水資源・土地資源の利用と保全、農
業施設の維持管理、作物生産の準備・栽培・収穫の後、収穫物の貯
蔵・調製、食品への加工を経て廃棄に至るまでの食料生産システム
を学びます。

1年生と2年生前期では共通専門基礎科目を中心に、食料生産や生物生産、環境保全に関わる幅広い
素養を身に付けます。
2年生後期からは専門科目群や学生実験を修得することで科学技術の基礎力と応用力を養います。3年
生後期から研究室に分属して、農業工学関連の技術者、研究者として必要な実践力を身に付けます。

主な就職先

味の素食品、キリンホールディング
ス、サントリーホールディングス、山崎
製パン、西松建設、日本ピラー工業、
JX日鋼日石エネルギー、東京ガス

■ 民間企業

農林水産省、水資源機構、京都府、奈
良県、広島県、神戸市、芦屋市

■ 公務員・教員

卒業・修了後の進路

取得可能資格

学部卒業生（2012～2014年度）

他大学
大学院
（2名）

公務員・教員
（8名）

その他（2名）

本学大学院
（49名）

■ 中学校教諭一種（理科） ■ 高等学校教諭一種（理科） ■ 高等学校教諭一種（農業）
■ JABEEプログラム修習技術者 ■ 測量士（補） ■ 土木施工管理技士の受験資格

民間企業
（19名）

主な就職先

井関農機、クボタ、ヤンマー、日本工
営、島津製作所、住友ゴム工業、宝酒
造、日清フーズ、日本食研、ヤクルト、
パナソニック

■ 民間企業

農林水産省、国土交通省、特許庁、農
研機構、水資源機構、東京都、京都
府、大阪府、兵庫県、奈良県

■ 公務員・教員

大学院博士課程前期課程（修士）修了生（2012～2014年度）

その他（2名） 本学
大学院
（3名）

公務員・教員
（17名）

民間企業
（38名）

生産環境工学コース

このコースは、一言で言えば農学部のなかにある工学部のようなところで
す。工学という観点から農学を考えるというのは意外に感じるかもしれま
せんが、工学と農学の架け橋のようなここでしかできないことがたくさんあ
ります。私自身は生物受験で入学しましたが、物理初心者にもきちんとサ
ポートしてくれるので心配ありません。
私はこのコースを、多様な学びが得られる場というふうに感じています。周
りの友人たちの持っている夢・勉強する目的も個性的でさまざまですし、
研究の内容も非常に多様です。必ず自分のやりたいことが見つけられると
思います。ぜひ自分だけの学ぶやりがいを見つけて、大学生活を楽しんで
ください。

在学生に聞きました
神戸大学農学部に在籍する学生に、本学を選んだ理由を聞きました。INTERVIEW

生産環境工学コース１年
川田  歩美
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PICKUP

生産環境工学コースでは、2年生の後期よ
り、「地域環境工学プログラム」と
「バイオシステム工学プログラム」のどちら
かに所属して、専門性を高めていきます。

PICKUP

フィールドワークや実験を通して、多種多
様な社会的課題の解決に貢献できる能力
を養います。

PICKUP

人間と自然の共生、持続的発展と環境保
全の両立を目指して、日本のみならず世
界の地域環境工学とバイオシステム工学
を支えるための学問体系になっています。

農学部

食品・栄養化学研究室では、実験動物や
培養細胞などを用いて研究を行っています。

食品がもつ多くの機能性を解明し、
さまざまな疾病予防に貢献できるように
研究を進めています。

生命機能科学専攻
Agrobioscience
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生物が摂取・産生する物質や生物を取り巻く環境中の物質構造と作用、および
多様性に富んだ生命システムを分子レベルで解明し、これらを利用、合成、制
御、開発するための教育研究を行います。

応用生命化学講座

動植物から微生物まで様々な生物を研究対象と解析ツールに用い
て、生命現象を遺伝子発現のダイナミクスやタンパク質の構造と
機能、それらの調節機構といった分子レベルで解明し、さらに生
物がつくる物質や酵素の農工業分野での利活用にも貢献する教育
研究を行います。

生物化学

食品に含まれる栄養成分と非栄養成分が、間接的あるいは直接的
に情報伝達系を介してヒトの体を機能調節する機構を個体レベル
から分子レベルにおいて解明し、機能性食品への開発も含めた教
育研究を行います。

食品・栄養化学
金丸 研吾　准教授  ・  宇野 知秀　准教授 水野 雅史　教授  ・  橋本 堂史　准教授  ・  藍原 祥子　助教

生物活性を有する天然有機分子の化学合成法の開発や有機合成
手法による化学構造と生物活性の相関関係の解明を目指した教育
研究を行います。

天然有機分子化学
滝川 浩郷　教授  ・  久世 雅樹　准教授

有用有機化合物を効率的に供給する手段としての有機化学に関す
る研究を行い、特に、環境への負荷の小さい、環境調和型の新有
機合成反応の開発を目指した教育研究を行います。

有機機能分子化学
三宅 秀芳　教授

生体に影響を与える環境中の微量金属元素や、それらを含む様々
な生理活性分子の構造および反応機構を物理化学的なアプロー
チにより解析し、生体分子の構造 機能相関を本質的に理解する
ための教育研究を行います。

環境分子物理化学 植物機能化学

植物二次代謝産物の化学構造・生合成・作用機構、および植物と
周囲の生物との相互作用ならびに環境応答を、解明・解析するこ
とを通して、植物機能の理解と応用に関する教育研究を行います。

大野 隆　教授  ・  木村 行宏　助教 杉本 幸裕　教授  ・  水谷 正治　准教授  ・  山内 靖雄　助教

動物資源としての蛋白質と脂質に着目し、その機能を調べること
により、新規マーカーの創生とヘルスケア商品や創薬への応用を
目指しています。一方で、食肉の熟成及び呈味機構の解明と、食肉・
肉製品の品質改善及び評価方法の開発を行います。

動物資源利用化学
白井 康仁　教授  ・  山之上 稔　准教授  ・  上田 修司　助教

微生物機能化学※

微生物が有する特異な代謝能力とそれを支えるゲノムの構造・機
能・調節機能を解明するとともに、それを合成生物学的代謝工学
に応用して有用物質生産につなげる技術開発と、開発された技術
を社会へ還元するアントレプレナーシップ（企業家精神）を養う教
育研究を行います。

※ 大学院前期課程は科学技術イノベーション研究科、バイオ・環境講座、バイオプロダ 
クション研究分野に所属します。

吉田 健一　教授  ・ 石川 周　准教授  ・ 田中 耕生　助教
生物の優れた機能や機能分子を見出し、その作用機構を解明す
ることで、健康・食糧・環境に関わる諸問題の解決に向けた教
育研究を行います。

生物機能開発化学
芦田 均　教授  ・  山下 陽子　特命助教

微生物資源の利活用を目的として、自然界から有用微生物を探索
し、その酵素系や遺伝子群の特性を明らかにするとともに、見出
した特異な微生物酵素を “有用物質の選択的合成” や “未利用な
バイオマスからの生理活性物質の抽出” へ応用する教育研究を行
います。

微生物資源化学
竹中 慎治　教授

農学研究科

（左上から時計回りに）種々の芳香族化合物
を分解できるPseudomonas属細菌、かび付
け（発酵）に用いられるAspergillus属糸状
菌、農薬を分解できる微生物群集より見出
したHyphomicrobium属細菌、卵殻膜を分
解できるPseudomonas属細菌，ジアミン類
を代謝できる細菌、種々の耐塩性酵素を分
泌するBacillus属細菌、低温発酵資材に含
まれる微生物群集

農学研究科
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大学院農学研究科
独創的な学術研究と科学技術開発を担う
優れた人材を育成
神戸大学大学院農学研究科は、「農場から食卓まで（From Farm to Table）」の「食料・環境・健康生命」にかかわる

諸課題について、世界最高水準の教育研究の達成を目指しており、食料共生システム学専攻、資源生命科学専攻、

および生命機能科学専攻の3専攻で構成しています。大学院教育においては、これら専攻の専門性を発展・進化させ

るとともに、各専攻に学際性と総合性をビルトインし、専攻間で単位の互換や情報の交換による複眼的な見方や思考

力を培う教育研究を展開します。このことにより、独創的な学術研究と科学技術開発を担う優れた研究者・教育者や

指導的役割を担う高度専門職業人など、地域・国際社会で活躍できる人材を育成することを目指しています。

農学研究科

知識や技術を深め、自らの可能性を拡げるコースが用意されています

農学部

食料環境システム学科
資源生命科学科
生命機能科学科

就職または
博士後期課程
進学

大学院農学研究科
〔博士課程前期課程〕
食料共生システム学専攻
資源生命科学専攻
生命機能科学専攻

大学院農学研究科
〔博士課程後期課程〕
食料共生システム学専攻
資源生命科学専攻
生命機能科学専攻

食料共生システム学専攻 資源生命科学専攻 生命機能科学専攻
発展途上国における人口爆発や地球環境
問題の深刻化に伴い、近未来における世
界の食料供給が不安視されています。特
に、著しく低い我が国の食料自給率は、
食料の安定的な供給システムの創成を必
要としています。食料共生システム学専
攻では、食料の生産者と消費者が環境保
全型持続社会を通して共生するための生
産基盤構築から流通・消費に至る全プロ
セスの体系化を目的とした教育研究を行
います。食料や環境に関する幅広い知
識・技術を備え、公共部門および民間部
門で活躍できる人材を養成するため、食
料共生システム学専攻に生産環境工学お
よび食料環境経済学の２講座を設けてい
ます。

農学研究科博士課程前期課程では、それぞれの専攻分野
において幅広い知識をもつとともに、問題解決能力と学
際的視点をもった創造性豊かな人材を養成することを目
指しています。このため、農学分野の堅実な基礎学力を
持つ人、論理的な思考能力に優れた人、農学に対して高
い学習意欲をもつ人、知的好奇心に富み農学の探求に情
熱をもつ人、さらには、産業社会や公的機関で農学の知
識をさまざまな形で活用したい人などを受け入れます。

農学研究科は、前述のアドミッション・ポリシーに基づき、食料・環境・健康生命に代表される農学の諸課題を探究すること
によって、持続共生社会を構築する高度な技術と知的基盤の創成に貢献するための教育を行います。 このため、科学英語と
農学関連専門科目の基礎知識・理解力と論理的思考力・応用力を英語（TOEFL-itp）と専門科目の学力検査（例年８月）に
よって、また、志望する教育研究分野に対する明瞭な志向や熱意およびその分野に関する基礎的な知識と理解力を口頭試問
によって評価し、入学者を選抜します。

食料や産業用原料となる動物や植物は、
人類生存の鍵を握る重要な生物資源で
す。資源生命科学専攻では、有用な動物、
植物、微生物とそれらの相互関係につい
て、遺伝子・個体・集団・種・生態系レベ
ルで基礎から応用に至るまでの教育研究
を進めるとともに、生物資源の管理・利
用と食料の効率的で持続可能な生産技術
の開発、さらには安全・安心な食料生産
に関わる教育研究を推進しています。こ
れにより、高度な専門的知識と総合的な
思考力をもち、食料生産から先端バイオ
分野までの幅広い領域を担うことのでき
る人材を養成します。資源生命科学専攻
に応用動物学講座と応用植物学講座の２
講座を設け、動物と植物を中心にした教
育研究を展開しています。

食と農に関わる生物の多様な機能と現象
を分子レベルから生態系まで多面的に捉
えて解析する能力を持ち、 農作物、食
品・化学・医薬等に関連したバイオ産業
の発展や農環境の保全と創造など、生物
とその機能の利用、開発、制御を通じて
21世紀のバイオ社会を支える人材を育
成します。特に、専門領域を対象に視点
に幅を持たせ、食品系、化学系、生物系
など、実際の進路選択も念頭に置いた体
系的な講義カリキュラムを提供すること
により、優れた科学的思考力と実験力、
表現力を涵養します。このため、生命機
能科学専攻に応用生命化学および農環境
生物学の２講座を設けています。

求める学生像
（アドミッション・ポリシー）

博士課程前期課程

取得できる学位

大学院に進学するためには（大学院入試）

農学研究科では、毎年５月中旬に大学院入試説明会を行っており、全体の概要説明ならびに各研究室訪問の機会を設け、農
学研究科における教育研究分野の理解を深めたうえでの受験を勧めています。

入試説明会

大学院入試説明会の詳しい内容、日程、申し込み方法や入学試験の日程、募集要項については随時農学研究科HPに掲載して
います。ぜひご覧ください。

入試の最新情報

http://www.ans.kobe-u.ac.jp/jyukensei/top.html

博士課程前期課程（標準２年) 修士（農学） 一定の単位を修得し、修士論文審査に合格した学生。

課　程 学　位 条　件

博士課程後期課程（標準３年） 博士（農学）又は博士（学術） 一定の単位を取得し、博士論文審査に合格した学生

農学研究科博士課程後期課程では、それぞれの専攻分野
において高度な専門性と幅広い視野をもち、創造性と独
創性を兼ね備えた人材を養成することを目指していま
す。このため、農学やその関連分野について修士レベル
の基礎学力をもつ人、論理的な思考能力やプレゼンテー
ション能力に優れた人、知的好奇心に富み農学の探求に
情熱をもつ人、研究者、教育者として活躍したい人、あ
るいは産業社会や公的機関で現に活躍中で、さらに高度
専門職業人へのキャリアアップを目指したい人などを受
け入れます。

博士課程後期課程

農学研究科HP  受験生の方へ

神戸常盤大学様では毎年オープンキャンパスの
季節に受験生に向けて案内 DM を作成・発送
しています。神戸常盤大学様のオープンキャン
パスの特色は、なんといっても趣向を凝らした
体験プログラムを来校する高校生に提供してい
ることです。例えば医療検査学科では、実際
に白衣を着て血液検査や微生物検査などを体
験でき、看護学科であればナース服を着たり、
高齢者・妊婦さんの状態を体感できたり、マネ
キンに聴診器を当てて、心音を聴き取るといっ
た貴重な体験もできます。この体験型プログラ
ムの楽しさや素晴らしさを全面的に紙面に表
し、オープンキャンパスに是非行ってみたいと
受験生の方々に感じていただけるようなデザイ
ンを心掛けました。
また、別のデザインで近隣の鉄道各社に中吊り
広告を掲示するポスターや、資料請求時に同
封するA4のチラシも作成しております。

□ 動画制作・編集
□ クロマキースタジオ
□ ライブ配信
□ e-learning
□ 出張撮影
□ DVD作成

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-1-9 ㈱トライス内
TEL:078-341-2241  MAIL:studio@trais.co.jp

スタッフ紹介コ
ーナー

次号よりトライスのスタッフを
一人ずつご紹介いたします！お楽しみに♪
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た貴重な体験もできます。この体験型プログラ
ムの楽しさや素晴らしさを全面的に紙面に表
し、オープンキャンパスに是非行ってみたいと
受験生の方々に感じていただけるようなデザイ

また、別のデザインで近隣の鉄道各社に中吊り
広告を掲示するポスターや、資料請求時に同
封するA4のチラシも作成しております。


